
― 148 ―

●スタッフ（2022 年10月1日現在）

●診療体制と実績

●診療科の特色・診療対象疾患

眼科

診療科長　後藤　浩　
医局長　　馬詰　和比古
病棟医長　坪田　欣也
外来医長　山本　香織

医師数　　常勤　32 名
非常勤　21 名

1. 特色  −−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
１）あらゆる眼疾患に対応できる診療体制

主要眼疾患はもちろんのこと、全ての眼科分野の専
門研究グループがあり、精力的に日々診療に取り組ん
でいる。中でも眼炎症（ぶどう膜炎）、眼腫瘍に多く
の専門医を擁し、当分野の国内でのオピニオンリーダ
ーとしての役割を担っている。日帰り白内障手術や多
焦点眼内レンズを用いた白内障手術も行っている。
２）最新の検査機器を設置

最新の検査機器を随時導入し、診断、治療に役立て
ている。
３）万全の救急対応

救急疾患に対して 24 時間体制で診療を行っている。

2. 主な診療対象疾患−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
角膜疾患、白内障、ぶどう膜炎、網膜硝子体疾患、

緑内障、斜視弱視、小児眼科疾患、神経眼科疾患、眼
腫瘍、色覚異常、涙器・涙道疾患など。
　特にぶどう膜炎、眼腫瘍の症例数は国内でもトップ
クラスである。

1. 外来 −−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
午前は 7 ～ 8 診体制で一般外来を行っている。また、

午後は曜日ごとに角膜・ドライアイ外来、涙道外来、ぶ
どう膜外来、網膜硝子体外来、黄斑疾患外来、緑内障外
来、神経眼科外来、斜視弱視外来、眼腫瘍外来、色覚外来、
ロービジョンケア外来、コンタクトレンズ・円錐角膜外
来、多焦点眼内レンズ外来といった専門外来を開設して
いる。さらに、夜間、休日にも随時救急患者の受け入れ
を行っている。
　2022 年度の外来の診療実績と初診患者の疾患の内訳は
以下の通りである。

外来件数　　73,287 人
実患者数　　21,073 人
初診患者数　 4,882 人

2. 入院 −−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
当科の病床数は23 床で 96%強の稼働率で運用している。
2022 年度の病棟の診療実績は以下の通りである。

入院件数 3,250 人
実患者数 2,220 人

　当科の特徴は全ての眼疾患に対して万遍なく診療を行
っている点であり、治療内容も多岐にわたっている。
　2022 年の治療実績は以下の通りである。
1. 手術 −−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−

件数 3,756 件
うち中央手術室 3,248 件
　　外来手術   408 件
内訳　（同時手術を含む）
白内障手術 2,359 件
硝子体手術 858 件
網膜復位術 95 件
緑内障手術 254 件
斜視手術  25 件
眼腫瘍手術  321 件
角膜移植 18 件
涙道手術 166 件
その他 386 件

２. レーザー、その他 −−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
網膜光凝固 413 件
後発白内障切開術 270 件
緑内障レーザー手術 69 件
硝子体薬液注入 3,081 件
光線力学的療法 22 件
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